
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
２
億
３
９
４
７
万
３

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
７
５
３
億
７
６
１
７

万
５
千
円
と
し
ま
す
。

湯
殿
山
登
山
道
へ
の
ト

・イ
レ
整
備
に
係
る
観
光
地

２
１
０
０

美
化
整
備
事
業

万
円
は
、
県
経
由
の
環
境

省
の
補
助
金
を
活
用
し

て
、
当
初
予
算
１
６
０
０

万
円
に
追
加
補
正
し
、
全

額
を
６
年
度
に
繰
り
越
し

し
、
工
事
を
行
い
ま
す
。

山
形
県
施
行
街
路
事
業

・

１
３
７
１
万
３
千

負
担
金

円
は
、
県
の
都
市
計
画
道

路
の
整
備
、
羽
黒
橋
加
茂

線
（
苗
津
町
工
区
）
と
、

道
形
黄
金
線
（
馬
場
町
工

区
）
が
、
予
定
よ
り
工
事

が
進
み
、
市
の
負
担
金
が

増
額
と
な
り
ま
す
。

林
業
施
設
災
害
復
旧
事

・

１
２
０
０
万
円
は
、

業

10

月
５
日
～
６
日
の
大
雨
に

よ
り
、
朝
日
地
域
の
林
道

２
路
線
が
被
災
し
、
う
ち

（

）

道
行
沢
線

上
田
沢
地
内

み
ち
ゆ
き
ざ
わ

の
路
肩
崩
落

㍍
の
復
旧

14

経
費
で
、
６
年
度
に
繰
り

越
し
て
実
施
し
ま
す
。

一
枚
畑
線
（
田
麦
俣
地

い
ち
ま
い
は
た

内
）
は
、
路
肩
崩
落

㍍
30

が

月
に
、
道
路
全
崩
落

11

（

）
、

と
被
害
が
拡
大
し

図

測
量
設
計
を
再
度
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、

月
議

3

会
に
関
連
予
算
を
提
案
す

る
予
定
で
す
。

子
育
て
支
援
医
療
給
付

・

７
８
４
０
万
円
は
、

事
業

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
が

本
年
７
月
か
ら
高
校
生
ま

で
拡
大
し
、
不
足
額
の
見

込
み
に
対
応
し
ま
す
。

小
学
校
教
科
書
整
備
事

・
５
３
６
４
万
４
千
円

業は
、
令
和
６
年
度
か
ら
小

学
校
の
教
科
書
が
改
訂
さ

れ
、
児
童
用
の
教
科
書
は

国
か
ら
の
無
償
で
す
が
、

教
師
用
の
教
科
書
と
指
導

書
等
の
負
担
で
す
。

・

１
６
８

婚
活
支
援
事
業

０
万
円
は
、
結
婚
新
生
活

支
援
事
業
補
助
金
の
増
額

で
、
新
た
に
婚
姻
し
た
夫

婦
が
婚
姻
を
機
に
、
鶴
岡

市
内
で
賃
借
し
た
住
宅
に

要
し
た
費
用
と
引
越
し
に

要
し
た
費
用
な
ど
で
す
。

令
和
３
年
度
か
ら
の
国

の
事
業
で
、
夫
婦
共
に
29

歳
以
下
の
世
帯
は
上
限
60

万
円
（
４
年
度
拡
充

、
）

同

歳
以
下
の
世
帯
は
上

39
限

万
円
。

30所
得
制
限
５
０
０
万
円

未
満
、
夫
婦
共
に

歳
以

39

下
の
対
象
世
帯
で
す
。

朝
日
地
域
の
地
域
ま
ち

・

に
は
、

づ
く
り
未
来
事
業

８
月
か
ら

月
に
か
け
て

11

実
施
し
た
、
か
た
く
り
温

泉
の
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
を

踏
ま
え
、
事
業
者
が
来
年

度
以
降
も
営
業
の
意
向
を

示
し
て
お
り
、
営
業
再
開

に
向
け
た
施
設
設
備
の
修

繕
及
び
点
検
経
費
と
し

て
、
２
４
１
３
万
６
千
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会

９
８
０
５
万
７
千
円

計は
、
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
移
行
に
伴
う
国

民
健
康
保
険
シ
ス
テ
ム
の

改
修
経
費
５
９
５
万
円

と
、
県
支
出
金
の
精
算
に

伴
う
返
還
金
９
２
１
０
万

７
千
円
で
す
。

１

介
護
保
険
特
別
会
計

７
９
７
万
円
は
、
介
護
保

険
制
度
の
改
正
に
伴
う
シ

ス
テ
ム
改
修
経
費
で
す
。

は
、

下
水
道
事
業
会
計

脱
水
汚
泥
処
理
処
分
の
業

務
委
託
契
約
６
５
２
０
万

円
の
債
務
負
担
行
為
１
件

を
追
加
し
ま
す
。

条
例
は
、

鶴
岡
市
会
計
年
度
任
用

・職
員
給
与
条
例
の
一
部
改

は
、
地
方
自
治
法
の
改

正正
に
伴
い
、
会
計
年
度
任

用
職
員
に
勤
勉
手
当
を
支

給
す
る
も
の
で
、
来
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
し
ま

す
。鶴

岡
市
印
鑑
条
例
の
一

・

は
、
印
鑑
登
録
証

部
改
正

明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の

際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
ほ
か
、
あ
ら
か
じ

め
電
子
証
明
を
設
定
し
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
も
使
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の

（

）

で
す
。

２
面
に
つ
づ
く

μ

౹
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ୂ
Ԍ
�
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ࡈ
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ǳ
ǣ
ǽ
Ɯ
ƛ

▽

月
の
主
な

11

。

政
務
活
動
で
す

ご
質
問
や
ご
意

見
・
関
係
情
報

等
、
是
非
お
寄

せ
下
さ
い
。

３(

金)

生
協
ま
つ
り

５(

日)

山
大
農
学
部
「
鶴
寿
祭
」

学
生
か
ら
、
農
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

の
学
び
、
進
路
選
択
な
ど
聞
く

全
国
地
方
議
員
社
会
保
障
研
修
会

６(

月)介
護
保
険
制
度
改
悪
の
内
容
と
自
治

○
体
で
の
事
業
計
画
策
定
の
ポ
イ
ン
ト

７(

火)

厚
生
環
境
常
任
委
員
会

８(

水)

産
業
人
材
育
成
特
別
委
員
会

(

火
）
介
護
保
険
対
策
会
議

14
○
鶴
岡
市
の
状
況
、
第
９
期
事
業
計

画(

～
８
年)

の
ポ
イ
ン
ト

R6

(

水
）
鶴
岡
九
条
の
会
街
頭
署
名

15(

金)

置
賜
・
庄
内
観
光
交
流
事
業

17
○
日
本
政
府
観
光
局
理
事
か
ら
、
政

府
の
訪
日
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
」
を

聞
く
。

同
日

鶴
岡
田
川
地
域
労
連
定
期
大
会

(

月)

庄
内
議
員
協
議
会

20
○
庄
内
柿
栽
培
の
現
状
を
確
認
、
振

興
策
に
つ
い
て
提
言

自
治
体
問
題
研
究
所
議
員
研
修
会

同
日①

地
域
循
環
型
経
済
と
有
機
農
業
の
可
能

性
、
②
食
と
農
の
危
機
打
開
に
む
け
て
議

会
は
ど
う
取
り
組
む
か
、
③
地
域
で
展
開

さ
れ
る
有
機
農
業
と
学
校
給
食
の
可
能
性

(

水)

宮
城
県
視
察

22
○
ユ
ニ
セ
フ
宮
城
県
支
部
の
活
動
と

組
織
体
制
等
。
山
形
県
支
部
結
成

の
可
能
性
と
条
件
を
調
査
。

(

木)

庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー
総
会

23(

水)

鶴
岡
酒
田
商
工
会
議
所
と
庄
内

29
選
出
県
議
意
見
交
換
会

(

木)

庄
内
空
港
の
機
能
拡
充
に
関
す

30
る
研
修
会

（
県
議

関

徹
）

２３７４NO.
２０２３．１２．３
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長者町11-26
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長谷川 剛
日枝坂本43-10
４１－９１４８

坂 本 昌 栄
稲生2-33-47
２４－５９９３

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

新つるおかＨＰ

鶴
岡
市
議
会

月
定
例
会
は
、
５
日
（
火
）
か
ら

日

12

22

（
金
）
ま
で
開
か
れ
ま
す
。

上
程
さ
れ
る
議
案
は
、
補
正
予
算
４
件
、
条
例
２
件
、

指
定
管
理
者
の
指
定

件
を
含
め
事
件

件
の
、
計

件

56

60

66

で
す
。



土木課入札結果（ ）内は予定価格

11月22日入札分

・市道柳田四小前線区画線設置工事（青柳町

地内）(入札4業者)

(株)小田産業 2,600,000円（2,600,000円）

工期～6/3/15（落札率100.00％）

共産党市議団の１２月議会質問予定

鶴岡市ＨＰからネットでも視聴できます

※開会時刻は10：00です。

総括質問１２月５日(火)

坂本昌栄議員■

①西目土砂災害について

②農業について

③インバウンド観光戦略につい

て

④かたくり温泉ぼんぼトライア

ル事業について

一般質問（ ）１２月７日(木) 13:30頃予定

長谷川剛議員■

①リサイクルについて

②若者の支援について

③会計年度任用職員について

菅井巌議員■

①第９期介護保

険事業計画につ

いて

②地域農業について

■坂本昌栄議員

①学校給食センターについて

加藤鉱一議員■

①小中一貫教育について

的
に
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
。

は
、
要
介

※
介
護
医
療
院

護
高
齢
者
の
長
期
療
養

（
介
護
、
医
療
、
機
能
訓

練

・
生
活
の
た
め
の
施

）
設
。

市
で
は
今
年
度
ま
で
の

８
期
計
画
で
、
施
設
等
の

整
備
は
、
※
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
の
創

設
ま
た
は
転
換
で

床
、

29

※
介
護
医
療
院
の
増
床
25

床
の
整
備
、
を
掲
げ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
事
業
者
か
ら

の
整
備
取
り
下
げ
の
申
し

出
が
あ
り
、
至
ら
な
か
っ

た
と
し
て
い
ま
す
。

前
の
７
期
（
平
成

年
30

～
令
２
年
）
で
計
画
し
て

い
た
、
山
形
虹
の
会
の
認

知
症
対
応
型
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム

床
や
、
思
恩
会
の

18

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム

床
の
整
備
は
、
今

20

期
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
事
業
を
廃
止

す
る
施
設
も
あ
り
ま
し

た
。施

設
整
備
計
画
の
取
り

下
げ
や
事
業
廃
止
に
は
、

医
療
・
介
護
を
支
え
る
現

場
で
の
人
材
不
足
が
背
景

に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

※
看
護
小
規
模
多
機
能
型

は

「
訪
問
看

居
宅
介
護

、

護
」
と
「
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
」
を
組
み
合

わ
せ
看
護
と
介
護
を
一
体

表・第８期計画での施設等の整備実績（資料・介護保険の運営状況から）

（
１
面
の
つ
づ
き
）は

、

工
事
請
負
契
約

鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館

・

に
係
る
本

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

体
工
事
は
、

契
約
の
相
手
方
は
、
鶴

岡
建
設
・
石
庄
建
設
・
菅

睦
建
設
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
（
代
表
者
鶴
岡

建
設(

株)

、）

契
約
金
額
は

億
３
２

10

３
５
万
円
、

同
機
械
設
備
工
事
は
、

契
約
の
相
手
方
は
、
三

和
メ
イ
テ
ッ
ク
・
東
洋
空

調
工
業
特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体
（
代
表
者
三
和

メ
イ
テ
ッ
ク(

株)

）

契
約
金
額
は
５
億
１
６

５
０
万
５
千
円
、

同
電
気
設
備
工
事
は
、

契
約
の
相
手
方
は
、
デ

ン
ケ
ン
・
エ
ヌ
エ
ス
・
斎

藤
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
（
代
表
者(

株)

デ
ン

ケ
ン

、）
契
約
金
額
は
３
億
３
１

６
５
万
円
、

工
期
は
い
ず
れ
も
、
12

月

日
か
ら
令
和
８
年
２

22
月

日
。

27旧
鶴
岡
病
院
解
体
工
事

・
契
約
の
相
手
方
は
、
笠

原
・
鈴
木
・
山
本
特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体
（
代

表

者

笠

原

建

設

工

業

(

株)

、）
契
約
金
額
は

億
３
０

12

９
０
万
円
、

工
期
は

月

日
か
ら

12

22

令
和
８
年
６
月
５
日
。

の
が
、
第
８
期
で
は
６
５

８
０
円
と
倍
以
上
の
負
担

に
な
り
ま
し
た
。

鶴
岡
市
の
介
護
保
険
料

基
準
額
は
、
県
内

市
の

13

中
で
も
一
番
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

物
価
高
騰
の
下
、
市
民

か
ら
は
介
護
保
険
料
の
負

担
軽
減
を
求
め
る
声
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
期
計
画
で
は
、
積
み

あ
が
っ
た
基
金
を
取
崩

し
、
介
護
保
険
料
の
引
き

下
げ
に
ま
わ
す
べ
き
で

す
。

積
み
あ
が
っ
た
基
金

を
、
介
護
保
険
料
の
引

き
下
げ
に

今
年
度
末
、
介
護
給
付

準
備
基
金
は
、
過
去
最

高
の

・
５
億
円

15
市
で
は
、
介
護
保
険
事

業
の
収
支
決
算
を
経
て
、

黒
字
を
基
金

と
し
て
積
み

上

げ

て

お

り
、
急
激
な

給
付
費
増
等

に
対
応
す
る

と
し
て
い
ま

す
。基

金
残
高

は
、
令
和
５

年
度
末
に
は

・

億
円

15

54

に

な

り

ま

す
。一

方
、
65

歳
以
上
の
第

１
号
被
保
険

者
の
介
護
保

険
料
基
準
額

は
、
制
度
発

足
時
（
平
成

年
）
の
第

12１
期
に
は
、

月
額
２
７
５

０
円
だ
っ
た

図
・
介
護
給
付
準
備
基
金

残
高
の
推
移
（
年
度
末
・

単
位
億
円

（
資
料
・
介

）

護
保
険
の
運
営
状
況
か

ら
）


